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事務局
　開会時間となりました。全員ご着席ください。会長におかれましては、議事の進行をお願いします。

議長（溝口良信）
それでは、ただ今から令和５年第７回三股町農業委員会総会を開催いたします。本日は全員出席ですので総会は成立いたします。本日の議事日程は、お手元に配布してあるとおりです。まず、日程第１、会議録署名委員に１番委員の小倉休幸さんと２番委員の下石昭廣さんを指名いたします。続きまして、日程第２、会期の決定をおはかりいたします。会期は今日1日間にご異議ございませんか。
（「異議なし」の声）

議長（溝口良信）
異議なしと認めます。よって会期は1日間に決定しました。日程に従いまして、議事にはいります。日程第３、報告第１５号農地法第１８条第６項の規定による通知について報告いたします。事務局の説明を求めます。
事務局
報告第１５号農地法第１８条第６項の規定による通知について報告するもので、合計6件13筆11,759㎡、うち田が11筆9,970㎡、畑が2筆1,789㎡でございます。詳細につきましては、総会資料3頁58番から4頁63番までのお目通しをお願いいたします。

議長（溝口良信）
なにかご質問、ご意見はありませんか。
　
議長（溝口良信）

ないようですので、次の報告に進みます。日程第４、報告第１６号使用貸借契約の合意解約について報告いたします。事務局の説明を求めます。
事務局
報告第１６号使用貸借契約の合意解約について報告するもので、合計1件1筆641㎡、田が1筆641㎡でございます。詳細につきましては、総会資料6頁14番のお目通しをお願いいたします。
議長（溝口良信）

なにかご質問、ご意見はありませんか。
　
議長（溝口良信）
　ないようですから、次の議案に進みます。日程第５、議案第３５号農地法第３条の規定による許可申請の許可について提案いたします。事務局の説明を求めます。

事務局
　議案第３５号農地法第３条の規定による許可申請の許可についてでございます。合計1件1筆48㎡、畑が1筆48㎡でございます。詳細につきましては、担当職員がご説明いたします。
事務局
　議案第３５号農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明いたします。総会資料の8頁15番になります。別冊の航空写真もあわせてご覧ください。
　受人：○○○○○、渡人：〇〇　○、申請地：樺山字塚原○○○○番、地目：畑、面積：48㎡です。受人と渡人は親戚にあたり、贈与による所有権移転となっております。申請地は受人の住居の隣接地になります。受人の経営面積は2,850㎡で梅の栽培をされ、収穫した梅は〇〇○の〇〇〇〇へ出荷しています。今回の申請農地についても梅の栽培を計画されております。現在所有する農地は全て耕作されており、労働力につきましては1名、技術につきましては営農歴10年、年間従事日数も150日を超えております。取得後のすべての農地を利用すること、機械、労働力、技術、通作距離をみても問題がないことから、許可要件のすべてを満たしております。以上です。
議長（溝口良信）
　担当委員の説明をお願いします。
１番委員（小倉休幸）
　受付番号15番について、7月24日に第1ブロック委員3名で現地調査にて確認をいたしました。場所の説明は航空写真をご覧ください。
　受人は申請地近くに居住しており、渡人とは親戚関係で贈与による所有権移転となっております。受人は約１haの田を所有しておりますが、すべて利用権により貸付されております。自作地は約28aで、今回の取得で約29aとなり果樹の栽培をされることになっております。NPO法人で竹及び果樹管理研修や東京農大エクステンションセンターで果樹及び樹木の管理について研修を受けられた経験のある方です。現在の果樹栽培は梅、栗で、今回の取得地にも果樹の栽培を予定されております。申請地も住居地の隣接地であり、管理等も問題ないと思われます。状況から見ても効率的に利用できるものと見込まれます。利用要件、従事要件、調和要件、通作距離等、特に問題なく許可相当と判断いたしました。以上です。
議長（溝口良信）

　何かご質問、ご意見はありませんか。
　
議長（溝口良信）

　ないようですから、議案第３５号農地法第３条の規定による許可申請の許可について、受付番号15番について許可することに賛成の方は挙手をお願いします。
（全員挙手）

議長（溝口良信）

　挙手全員ですので、議案第３５号農地法第３条の規定による許可申請の受付番号15番について許可することに決定いたしました。続きまして、日程第６、議案第３６号農地法第５条の規定による許可申請の承認について提案いたします。事務局の説明を求めます。
事務局
　議案第３６号農地法第５条の規定による許可申請の承認についてでございます。合計3件5筆8,679㎡、畑が5筆8,679㎡でございます。詳細につきましては、総会資料10頁の受付番号33番から案件ごとに、担当職員がご説明いたします。

事務局

　議案第３６号農地法第５条の規定による許可申請についてご説明いたします。総会資料の10頁33番をご覧ください。あわせて別冊の航空写真もご覧ください。
受付番号33番、受付年月日：令和5年7月10日、受人：〇〇、渡人：〇〇、申請地：宮村字小鷹原〇〇番、地目：畑、面積：〇〇㎡です。売買による所有権移転で、転用目的は製品置場（追認）となります。農地区分は10ha以上の農地の連担があることから第1種農地に区分となりますが、不許可の例外規定である農地法施行規則第35条第5号に掲げる既存施設の拡張に該当することから、許可相当と判断いたします。以上です。
議長（溝口良信）

　担当委員の説明をお願いします。
５番委員（馬渡芳文）
受付番号33番は7月25日に第2ブロック委員2名で現地調査及び確認をしました。場所の説明は航空写真をごらんください。
　転用の目的は製品置場であります。今年の4月に申請地の売買の話があり、今回、購入することになり申請をされたものです。転用による周辺農地への支障につきましては、周辺に農地はないため発生しません。また、雨水排水につきましては、敷地内は砂利敷きとし、今回、造成工事は行わないということであります。雨水は自然浸透ということです。以上特に問題なく許可相当と判断いたしました。
議長（溝口良信）

　なにかご質問、ご意見はありませんか。
議長（溝口良信）

　ないようですから、次の受付番号の説明をお願いします。
事務局
受付番号34番と35番は受人〇〇の関連申請となっており、今現在は一時転用の許可を受けております。今回一時転用期間の終了後に恒久転用するための申請となっております。34番、35番は関連がありますので、あわせてご説明いたしたいと思います。
受付番号34番、受付年月日：令和5年7月10日、受人：〇〇、渡人：〇〇他◯名、申請地：蓼池字加世原〇〇番他◯筆、地目：畑、面積：〇〇㎡です。こちらは売買による所有権移転で、転用目的は露天駐車場になります。
続きまして、受付番号35番、受付年月日：令和5年7月10日、受人：〇〇、渡人：〇〇、申請地：蓼池字加世原〇〇番、地目：畑、面積：〇〇㎡です。こちらは賃借権の設定で、転用目的は同じく露天駐車場になります。受付番号34番、35番とも10ha以上の農地の連担があることから、第1種農地に区分されますが、〇〇の既存施設〇〇㎡に対し、今回規模拡大にあたる34番、35番の合計面積〇〇㎡の面積が二分の一以内にあたるため、不許可の例外規定である農地法施行規則第35条第5号に該当することから、許可相当と判断いたします。以上です。
議長（溝口良信）

　担当委員の説明をお願いします。
３番委員（内村介貞）
受付番号34番、35番は受人が一緒ですので、続けて説明させていただきます。

受付番号34番は7月25日に第4ブロック委員3名で現地確認及び調査をいたしました。場所の説明は航空写真をご覧ください。

受人の〇〇は〇〇、〇〇と同系列の会社で従業員及び工事車両の駐車場として転用するものです。駐車場のため生活排水は発生せず、雨水については敷砂利で自然浸透にて処理するということです。ただ、申請地に転用目的以外の〇〇自動車の新車が5、60台置いてありました。たまたま〇〇自動車の従業員の方が来られたので、色々話を聞きましたところ〇〇〇〇と〇〇は同じグループであるということでした。この件につきましては、私達第4ブロック委員では撤去を条件に許可を出した方がいいのではないかという意見になりましたので、検討をお願いいたします。
　続きまして、受付番号35番につきましても7月25日に第4ブロック委員3名で現地調査及び確認をいたしました。場所の説明は航空写真をご覧ください。
　受付番号34番同様従業員及び工事車両の駐車場として、長期の賃借権の設定をするものです。駐車場のため生活排水等は発生せず、雨水については敷砂利にて地下浸透で処理されます。特に問題なく許可相当と判断しました。以上です。
議長（溝口良信）

　なにかご質問、ご意見はありませんか
３番委員（内村介貞）
　受付番号34番の申請地に車が停まっていたという事を事務局に報告をしたのですが、その後事務局で対応をされたということだったので結果を教えて下さい。
議長（溝口良信）

　それでは内村委員から意見がありましたので、それについて事務局より説明をお願いします。
事務局

　今、内村委員よりご報告がありました、受付番号34番の申請地の方に〇〇の関連会社である〇〇〇〇○の新車が停まっていたのですが、そのことについて行政書士の方に話をして、基本的に転用目的が従業員及び工事車両の駐車場となっているので、転用目的に沿った内容で使用していただかないと承認が難しいとお伝えしたところ、〇〇自動車の新車については直ぐに撤去をしますということでしたので、撤去が完全にされれば承認相当だと思われます。
議長（溝口良信）
　他に何かありませんか。
２番委員（下石昭廣）
　今、事務局の回答のとおりだと思いますが、許可書を発行する時は再度現場を確認してから発行されますか。

議長（溝口良信）
　一応、ここで内村委員からの意見もありましたので、条件付きの回答ということで内村委員と事務局で再度現地調査をしていただいて、それが完全に撤去されていればそこで承認ということで、県の進達を行うという形になると思います。
２番委員（下石昭廣）
　撤去されたという事実を確認されるということですね。

議長（溝口良信）

　はい。それはしないといけないと思います。
　　　

２番委員（下石昭廣）

　はい。わかりました。

議長（溝口良信）

　この一時転用の目的が従業員及び工事車両の駐車場ということだったので、今それを守らなくて〇〇〇〇○の新車が置いてあったということで、内村委員の報告のとおりだと思います。
議長（溝口良信）
　他に、ご意見、ご質問はありませんか。
議長（溝口良信）
　ないようですので、議案第３６号農地法第５条の規定による許可申請の承認について、受付番号33番について承認することに賛成の方は挙手をお願いします。
（全員挙手）

議長（溝口良信）

　挙手全員ですので、受付番号33番は承認することに決定しました。続きまして、受付番号34番ですが、これについては内村委員の方から現地に他社の車があるということで、再度、現地調査をして他社の車が撤去されているのを確認した上で承認をするということでよろしいですか。
（「はい。」の声）
議長（溝口良信）

　それでは受付番号34番は再度現地調査をして確認してから承認をするということに賛成の方は挙手をお願いします。
（全員挙手）
議長（溝口良信）
　挙手全員ですので、受付番号34番は条件付きで承認することに決定しました。続きまして、受付番号35番について承認することに賛成の方は挙手をお願いします。
（全員挙手）
議長（溝口良信）　　

　挙手全員ですので、受付番号35番について承認することに決定いたしました。
続きまして、日程第７、議案第３７号農業経営基盤強化促進法附則第５条第１項の規定による農用地利用集積計画の承認について提案いたします。事務局の説明を求めます。

事務局
議案第３７号農業経営基盤強化促進法附則第５条第１項の規定による農用地利用集積計画の承認についてでございます。今回、所有権移転は合計10件29筆26,759㎡、うち田が16筆12,705㎡、畑が13筆14,064㎡でございます。利用権設定については、合計19件43筆133,973㎡、うち田が16筆15,031㎡、畑が27筆118,942㎡でございます。ご審議方よろしくお願いいたします。
議長（溝口良信）

それでは農用地利用集積計画でございますが、所有権移転各筆明細は、総会資料12頁75番から14頁84番まで、利用権設定の各筆明細は総会資料15頁259番から19頁277番までとなっております。これにつきまして、なにかご意見、ご質問はありませんか。

議長（溝口良信）

ないようですから、議案第３７号農業経営基盤強化促進法附則第５条第１項の規定による農用地利用集積計画の承認について、所有権移転に関する総会資料12頁75番から14頁84番まで、通常利用権設定に関する総会資料15頁259番から19頁277番までについて承認することに賛成の方は挙手をお願いします。
（全員挙手）
議長（溝口良信）

　挙手全員ですので、議案第３７号農業経営基盤強化促進法附則第５条第１項の規定による農用地利用集積計画の所有権移転及び利用権設定について承認することに決定いたしました。続きまして、日程第８、議案３８号農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条の規定による農用地利用集積等促進計画の承認について提案いたします。事務局の説明を求めます。
事務局

　議案第３８号農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条の規定による農用地利用集積等促進計画の承認についてでございます。利用権設定について合計１件2筆2,339㎡、田が2筆2,339㎡でございます。ご審議方よろしくお願いします。
議長（溝口良信）
　それでは農地中間管理機構による利用権設定各筆明細は総会資料22頁25番となっております。これにつきまして、何かご質問、ご意見はありませんか。
議長（溝口良信）

　ないようですから、議案第３８号農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条の規定による農用地利用集積等促進計画の総会資料22頁25番について承認することに賛成の方は挙手をお願いします。
（全員挙手）
議長（溝口良信）

　挙手全員ですので、議案第３８号農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条の規定による農用地利用集積等促進計画については、承認することに決定しました。ここで皆さんに総会が終わった後の案件の修正についておはかりしたいと思います。総会議案書において、事項、字句、数字、その他で若干おかしい字句等があった場合に私や事務局で精査して修正することを私に一任していただけますか。
（「はい。」の声）
議長（溝口良信）

それでは異議なしと認めまして、議決案件等の事項、字句、数字等の修正は議長に一任するということに決定しましたので、よろしくお願いします。以上で、本日の総会に付議された案件は全部議了いたしました。本日は全議案慎重審議していただきまして、誠にありがとうございました。以上で第７回三股町農業委員会総会を終了いたします。
閉　会　9時30分
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